


























は 「イメージを膨 らませる想像力を養 う上で,
具体 と抽象を兼ね備 えた人形劇 には底知れない











た論述や取 り組みは,人 形劇理論の構築に大 き
く貢献 してきた。 しかし,そ れ らの多 くは科学
的検証がなされていないといわれている3)。そ
の原因のひとつ として,人 形劇すなわち演劇 と
いう芸術の特徴が考えられる。演劇は造形美術






　 また,演 劇 を原理的に構成する要素 として,

















　今回は人形劇 「なか よし」(以 下 「なか よし」
と表記)を 分析の対象作品とした。職業人形劇














生態的に記述 し,記 録 してい くものであった。
本研究では観客である子 どもたちの反応をビデ
オ撮影 し,そ の映像にもとついて記録 を行った。
行動観察については第3項 行動観察 ・方法で詳
述する。その分析結果をもとに,そ れぞれの上
演作品について客観的評価 を行う。 ビデオか ら























は右手を人形A,左 手を人形Bと 表記する。 ま
た二作品 ともに,つ なひきときしゃごっこの場
面ではロープを使用する。





　二体の人形が登場 し,と もに遊び,帰 ってい
くまでの日常的な姿 を描いた人形劇。人形同士
が喧嘩をした り,協 力したりしなが ら仲良 く遊
ぶ。丹下 ・潟見両作品のス トーリー構成は同様
であり5つ の場面から成 り立つ。人形が登場 し
て観客への①あいさつか ら始 まり,② かくれん









り,そ の理由を 「このテキス トが片手遣い人形
















ふまえた 「なかよし」について,棚 橋 ・米谷は



















10名 程度の園児 を前方よ り撮影 した。
(3)行 動観察(ビ デオ分析)
　後 日,録 画 されたビデオ映像を音声 とともに
場面 ごとにパソコンに取 り込んだ。それをCD-



















・他の部位 を触る　 手で口元以外の部位(頭 や





である。それらを5秒 を時間単位(コ マ)と し





































5～10%あ るのに対 して,潟 見作品ではほとん
どみ られない。潟見作品では,丹 下作品に比べ,
「中笑い」「大笑い」の値が大 きい。特に 「大笑
い」に関しては,最 も多 くみ られた場面で丹下








達を見る」 「友達に話 しかける」が,潟 見作品
では 「中笑い」「大笑い」が多 くみられた。次







対応 しているのか,事 例的に検証 してい く。資
料1～ 資料4を 参照。10種 類の行動指標で,反
















　が,下 記の人形の台詞か ら 「今か らなにが始
　 まるのかな一?」 といった期待 を含んだ会話
　が推測 される。


















・人形の台詞 と動 き　　 ぽんちゃんが 「わあ1」
　 と言って舞台の中にひっこむ。 とこちゃんが
　次の台詞を発するまでのあいだ,3秒 の 「間」





　合 う。次の台詞が聞こえると,同 時に二人 と
　 もす ぐ視線を舞台に戻す。
一 　54
発 達 教 育 学 部 紀 要
・人形の台詞と動 き　　反応(g)と 同じで,









　①～⑤の反応に関する人形の台詞 と動 きか ら,
丹下作品の一つの特徴がみえて くる。 これ らの
反応の多 くは,作 品中で 「間」が生 じたときに
確認 され る。「問」について山崎正和 は 「しぐ






れ らの反応の多 くは,作 品中で 「問」が確認 さ






(2)潟 見作品 「なか よし」の考察
　潟見作品に多 くみ られた反応の 「中笑い」「大
笑い」が確認された事例 として,お すもうの場
面をとりあげる(資 料3参 照)。 対象は3歳 男
児。「中笑い」 「大笑い」がみ られた(k)～
(y)の 反応 から代表するものを抽出 し,対 応
する人形の台詞 と動 きについて考察する。
①反応(k)・(1)「 大笑い」
・男児の行動　 　体を前 に倒 し,開 口し声をあ
　 げて笑う。
・人形の台詞 と行動　　人形Bが 地面に砂糖 を




・男児の行動　　体 を前に倒 し,開 口し声 をあ
　げて笑う。














　Bが 人形Aを くす ぐって勝とうとする。その
　後,い つの間にかす もうか らダンスへ と変化
　 してい く。男児はその過程 を観なが ら,「次
　にどんな展開になるのか」を予測する楽 しみ
　を味わっているのではないか と推察される。





・人形の台詞 と動き　　踊 りなが ら最後にキス
　 をする。人形Aが 「なにがチューだよ1」 と
　叫んで もみ合 った後,演 者は入形Bを 手から
　外 して放 り上げ,ま るで人形Aが 高 く投げ飛
　ば したかのように表現 している。その直後に
　反応がみられる。男児の予測に反して思わぬ
　展 開だったことや,人 形の躍動的な動 きに
　 よって,よ り大 きな笑いへ と変化 したと考え
　 られる。
　 3歳 男児の行動観察から,潟 見作品に多 くみ
られる 「中笑い」「大笑い」は人形の台詞やダ
イナ ミックな動きによって引 き出されたと考え





















の早い展開によ り,観 客は思 う存分 に笑 うこと
がで きたと思われる。子 どもたちにとって,心




しか し観客の行動観察の結果か ら,そ の上演作
品の特徴 ・性質が異なることがわかった。
6　 おわりに
　行動観察によって得 られた概要か ら,両 作品
に対する観客反応の特徴がそれぞれわかった。
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不計測能 笑中 笑大 見よそ 左遣昆をる
達友話し 前乗 反応性の 口
他部位触のをる びあく場面 分 微笑 唇触接
詞 動き し、 し、 か 出す 動きt 
る。。5 1(a) 
01 5 10 とこちゃん(以下とこにらんららんららーん。らんららんららーん。 1(b) 
0110 15 とこ:らーんらららららーん。らんららんららーん。 とこちゃん(以下とこ):踊りながら舞台に出てくる。 1(c) 1 
0115 20 らんららんららーん。らんららんららーん。
0120 25 らーんららららら んー。らんららんららーん。
0125 30 らんららんららーん。らんららんららーん。 ぞとカこ噌:踊る。りのテンポが徐身に速くなる。ぽんちゃん(以下ぽん):舞台から顔をの 1(d) 
0130 35 らーんらららららーん。らんららんららーん。 らっ・ とこ:ぽんちゃんに気づいて止まる。ゆっくり上手を向く。 1 1 (e) 
0135 40 
0140 45 とこ:あー! ，;r，んちやんだな畠。 1 
1 ( f) 0145 50 おー いl;rんちゃー ん、出ておいでよー 。 ぽん:けこみから顔を半分のぞカ噌る。
あ 0150 55 ，;r，んちゃん(以下ぽん):そんなこと曾ったって ・わあ l
し、 0155 60 とこ:ぽんちゃん、恥ずかしくないから出ておいでよ。 1 (g) 
さ 1 01 5 ぽん:そんなこと言ったって・-わ畠 l ぽん :首までけこみから出し、すぐひっこめる。
11 5 10 とこ:よー し、官障がね、，;rんちゃんをだしてあげる。 1(h) 
つ
110 15 はい、，;r，んちやんでておいで一。 とこ:ぽんちゃんを後ろ向きのまま舞台の中央へ引き出す。
115 20 よいしょ、よいしょ、よいしょ。 とこぽんちゃんを前に向カゼ、手を厳し少し厳れる。
1120 25 とこ:ぽんちゃん前向いて。
1125 30 ぽん:わ島 1 ぽんすぐ後ろを向く。 1 
1130 35 とこ:だめ! 前向いて! 動いちゃだめ! とこ :すばやくぽんちゃんをつかまえに行き、前を向力、せる。 1 ( I ) 
1135 40 ，;rん:わぁ l ，;rん:すぐ後ろを向く。 1 
1140 45 とこ せ'ったいに動いちゃだめです! とこ:ぽんちゃんの体をもって、抑える。手を厳し少し厳れる。 1 
1145 50 ，;rん :わぁ! ，;rん:すぐ後ろを向く。 1 ( j) 














位他部触のをる びあく場面 分 微笑 唇触接
詞 動き し1 し、 か 動き
ける
。 。 5 
01 5 10 A:らんららんらららららららん。 S:らんららん。 舞台の中から声が聞こえてくる。 1 
0110 15 A:変な声出すなよ。らんららんららららん。
015 20 S:らんららん。A:なんで変な声出すんだよ。 1 
0120 25 A:らんららんらららららららん。 S:らんららん。 1 
0125 30 A:もう、変な声ばっかり出すやつは一緒に遊ばないぞ。らんららんらららららららん。 1 
0130 35 S:らんららん。 1 
0135 40 A:もう! あっち行け l らんららんらららららららん。 A:歌いながら舞台の中から登場する。
1 
0140 45 A:あ、みなさんこんにちは。 A:観客に気付いて見回す。おじぎをする。 1 
あ 0145 50 あのね、今日はぼく 一人だけじゃないよ。ぼくのお友だちも来てるからね。 A:観客に呼びかける。 1 
し、 0150 55 はいはーい、出ておいでー 1 あれ? A:上手を向いて呼ぶ。あたりを見回す。 1 
さ。 55 60 あ、そうか。さっき変な声出すから「あっち行け!Jって雪っちゃった。
1 0 5 どうしようかなあ。あ、ねえねえみんな、お願いがあるんだけど。 A:頭に手をあてて悩む。観客に呼びかける。
つ
1 5 10 あのね、みんな一緒にね、イチ・ ニのサンで「おーいリって、
1110 15 ぼくの友だち呼んでくれる? じゃ、いくぞ。イチ、ニのサン、
1115 20 おーい! S:まいど! A:わ串 l A:ii買を娠り回しながら呼ぶ。 S:舞台の中から現れる。A:ひっくり返る。
1120 25 S:呼んだ? A:呼んだよ。ほら、お友だちいっぱいだぞ。 S:わ、わ、わ、わ。 S:観客を見回す。
1125 30 S:ほんまや。A:ぼくはごあいさついしたからきみもごあいさつどうぞ。 S:うん、やるやる。
1130 35 S:みなさん、こんにちは一。はい、ついでに後ろもこんにちは一。 S:観客におじぎをする。A:おじぎをする。S:観客に背を向けておじぎをする。 1 1 
1135 40 A:後ろには雑もいませんよー。 A:Sのおしりを軽くたたく。





















01 5 10 B:何ゃんの? A:;おすもうやろうかな。 A:両手を広げて楽しそうに宵う。
010 15 B:うん、おすもうやろうやろう。A:じゃあね、ぱらぱらぱらぱら。B:何撒いたの? B:大きくうなずく。A:地面に海を徹<. B:地面を見つめる。
0115 20 A砂鳴:お撒すいもとうこのうと。きは塩撒くんだよ。B:お塩? A:そうだよ。B:じゃぼくね、 お B:地面に砂糖を撒く。 1(k) 1 
0120 25 A:うわ-1 お塩 l A:驚いてひっくりかえる。 1 ( I ) 1 
0125 30 B: ;お塩をいっぱい持ってブワー! A:うわー! 人にかけるな! B ごめん。 B:Aの飯に塩をかける。A:ひっくりかえる。 1 (m) 11 1 
0130 35 A:いいか? B:いし、よ。A:見合って見合って。 A:四つんばいになる。
0135 40 B:あ、そうゃんの7 見合って見合って。A:はつけよーい、のこっ 。 B:Aにお尻を向けて四つんばいになる。A:Bのお尻をまじまじと見つめる。 1 (n) 1 
0140 45 A:もしもし? B:なんだよ? A:お尻向けないでよ。 A:Bを軽くたたく。B:Aの方を向く。 1 (0) 
0145 50 A:こっち向き! B:あ、こっちか。A:見合って見合って。B:こっちだな。 A:四つんばいになる。B:Aと向力丸、合って四つんばいになる。 1(p) 1 
す 0150 55 B:見合って見合って。A:はつけよーい、のこった l あいたー l A'B:頭をぶつけ合って地面に倒れ込む。 1(q) 1 1 
0155 60 A:もう痛いなあ。 A'B:頭を両手でおさえて繍がる。 1 ( r ) 1 1 
も 11 0 51A:もう、この石頭。 A:Bの頭をたたく。 1 
11 5 10 B:なんやとこの大石頭。 B:Aの頭をたたく。
つ 110 15 A:大石神社じゃないんだよ。もう、痛し、からね、
115 20 頭からぶつからないでね。見合って見合って。 A:四つんばいになる。
1120 25 B:ぶつからへんぞ、見合って見合って。A:はつけよー い、 B:Aと向カ丸、合って四つんぱいになる。 1 1(8) 1 
1125 30 A:の」ーったたのl うーわたのー lー のこそっれたのど」うだったの」った、の」ったの」ったの」った、 A'B:相手を通り越して倒れてしまう。起き上がって取っ組み合う。 1 ( t ) の」つ 」つ 」った。 1
1130 35 B:わ、わ。負けそうや。ずるいけどコチョコチョや。A:こそばすな-1 B:Aをくすぐる。 1(u) 
1135 40 B:タンタンタンタン タラララタン タンタンタンタン A'B:押し合っているうちに腐りだす。 1(v) 
1140 45 タラララタン チュー。A:なにがチューだよ 1 A'B:踊りながらキスする。急いで厳れる。 1 1(x) 11 1 
1145 50 A:えーい、やー l A:押し合ったあと、AがBを高〈激り投げる。(人形を手から外し、放り投げる) 1(y) 11 1 
1150 55 A:ぼくの勝ちー 1 B:;おらの負け一。 A:観客の方を向き、おじぎをする。B:地面にはいつくばる。
1155 60 A:大丈夫? B:カ比べしたらな、 A:Bを起こす。B:座り込む。 1 1 


















る。。51 'a'"んちゃん(以下la"'.ん):ぼく弱虫じゃありませんよ。そんなこと言うならね、 'a'"んちゃん(以下la"'.ん)ぽん :とこちゃんに近寄る。
01 5 10 おけすよもうで来い、おすもうで来い。 とこちゃん(以下と;:):おすもう。よーし負けないぞ。はつ とこちゃん(以下とこ):後ずさりする。四つんばいになる。 1 いー。
0110 15 'a'"ん:はつけよー い。 とこ どっち向いてんの lはつけよー し、。 IちZんゃん:をと動こちかすゃん。におしりを向けて四つんばいになる。 と<-.向力、い合うように'a'"ん
0115 20 ぽん:はつけよーい。とこ:見合って見合って。ぽん:見合って見合って。とこ:はつけよーい。 とこ:互いに向カ、い合って四つんぱいになる。
0120 25 とこ:のこった! のこったのこったのこった。 とこ:ぽんちゃんに体当たりし、頭で押す。
3 1 0 25 30 'a'"ん:のこったのこったのこった。 とこ:のこったのこった。 ぽん:とこちゃん腹で押し返す。 とこ:手をパタパタさせながら頭て押す。
お 0130 35 のこったのこった。'a".ん:のこったのこったのこったのこった。 そー れ l ぽん:さらに腹で押し返す。とこちゃんを押し上げる。
0135 40 ぽん:はは。四つに組んだぞ。よし負けるもんか。 とこ のこったのこったのこった。 ぽん とこちゃんをつかまえ、四つに組む。 とこ:押し返す。
す
0140 45 'a".ん:のこったのこったのこった。 'a".ん:さらにとこちゃんを押し返す。
も 0145 50 とこ:よーし、もうこうなったら! ひ-1 とこ :'a"'.んちゃんを押し返す。
う 050 55 ぽん:うーんうーんうーん。 とこ-うーんうーんうーん。 ぽん:体をよじらせながら押し返す。 とこ:体をよじらせながらを押し返す。
0155 60 ぽん:よーし、とこちゃんいくぞー! とこ:負けるもんか。ぽん よいしょ、よいしょ。 lまん じよじょにとこちゃんを押し倒す。
1 0 5 とこ:あつあつあつあつあ~。 とこ:地面に倒される。 1 
1 5 10 とこ:あー負けちゃった。ぽん:はは。勝っちゃった l とこ やっぱり、ぽんちゃん強いな。 んとのこ腐:をう軽つぶくせたにたなく。り、頭を垂れる。ぽん:前を向き両手を広げる。 とこ :'a"'.んちゃ
1110 15 ぽん:とこちゃんだって強いよ。 とこ:ぽんちゃん強い l ぽん:とこちゃんの肩を軽くたたく。
1115 20 ぽん:とこちゃん強し、! とこ ぽんちゃんの肩を軽くたたく。 1 
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